
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨
年
九
月
の
役

員
会
に
お
い
て
信

任
い
た
だ
き
、
三
ツ
城
自
治
協

議
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

前
平
重
英
典
会
長
に
は
体

調
を
崩
さ
れ
、
療
養
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
元
年
十
一
月

十
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

前
会
長
に
は
三
ツ
城
自
治

協
議
会
発
足
前
の
準
備
段
階

か
ら
、
七
年
余
り
の
長
き
に
わ

た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
会
の

確
固
た
る
基
盤
を
築
い
て
こ

ら
れ
ま
し
た
事
に
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

皆
様
ご
存
じ
の
様
に
、
三
ツ

城
自
治
協
議
会
は
、
体
育
振
興
、

文
化
、
防
犯
防
災
、
健
康
の
四

部
会
と
青
少
年
育
成
、
光
の
宴

の
二
実
行
委
員
会
、
ま
た
、
下

見
・
西
条
中
央
・
西
条
東
の
三

支
部
で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
発

展
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
中

で
も
「
光
の
宴
」
は
自
治
協
主

催
事
業
で
様
々
な
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

近
々
、
三
ツ
城
地
区
の
皆
様

に
自
治
協
が
発
足
し
て
六
年

を
経
過
し
た
現
在
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

今
後
と
も
三
ツ
城
地
区
の
よ

り
良
き
地
域
発
展
に
向
け
て

ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

三
ツ
城
自
治
協
議
会 

会
長 

中
原
康
博 

 

令
和
元
年
度
も
十
月
に
各

組
の
区
長
に
よ
り
構
成
世
帯

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

世
帯
調
査
は
そ
の
地
区
の

世
帯
人
数
を
知
る
区
長
の
重

要
な
仕
事
の
一
つ

で
、
地
域
づ
く
り
推

進
交
付
金
を
算
定

す
る
た
め
の
調
査

で
す
。
世
帯
数
も
比

較
的
変
化
の
な
い

地
区
や
い
つ
も
数

が
変
わ
る
地
区
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
管

理
さ
れ
た
場
所
な

ど
様
々
あ
り
ま
す
。
世
帯
数
の

増
減
は
免
れ
ま
せ
ん
。 

令
和
元
年
度
の
三
ツ
城
自

治
協
・
構
成
世
帯
数
は
四
二
四

六
世
帯
、
下
見
支
部
は
九
二
四

世
帯
で
し
た
。
昨
年
よ
り
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

令
和
元
年
度
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
自
治
協
代
表
者

の
意
見
交
換
で
は
、
☆
交
通
基

盤
整
備
を
進
め
て
欲
し
い 

☆
高
齢
者
、
障
害
者
も
暮
ら
し

や
す
い
開
か
れ
た
共
生
社
会

を
作
っ
て
い
き
た
い 

☆
農
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
法
人
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
前
向
き

な
意
見
も
多
数
。 

市
長
か
ら
は
、
☆
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
に
国
や
県
と
連

携
し
て
取
り
組
む 

☆
公
共
交
通
な
ど
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
取
り
組
む
な
ど

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

第
二
回
は
令
和
二
年
一
月

に
開
催
予
定
で
す
。 

 

三ツ城自治協議会 

令和２年１月吉日発行 

三ツ城自治協議会下見支部 

 下見支部だより 
 第13号 

 

 

三ツ城自治協議会 

会長挨拶 

 

毎月 1 回開催される自治協会議に 

参加の下見支部 会長 木原忠士氏、  

事務局長 有川廣志氏 

毎年行われる 

構成世帯調査  

 

 

会議で挨拶をする 

中原康博会長 

 

 

 

  

まちづくりトーク 
 年度に 2回開催 
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三
ツ
城
自
治
協

議
会
体
育
振
興
部

会
主
催
の
、「
再
発

見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
パ
ー

ト
１
」
が
、
約
四
十
人
の
参
加

者
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

西
条
四
日
市
の
歴
史
を
学

び
な
が
ら
、
健
康
や
体
力
づ
く

り
も
目
標
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
も
う
と
い
う
も
の
で

す
。
三
ツ
城
古
墳
公
園
を
ス
タ

ー
ト
し
、
西
条
駅
界
隈
ま
で
を

往
復
。
途
中
、
教
育
委
員
会
の

吉
野
健
志
さ
ん
の
分
か
り
や

す
い
解
説
を
聞
き
な
が
ら
回

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

将
来
的
に
は
文
化
部
の
歴

史
マ
ッ
プ
な
ど
と
コ
ラ
ボ
出

来
れ
ば
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
か

ら
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

内
容
に
つ
い
て
は
次
回
の

支
部
だ
よ
り
を
お
楽
し
み
に
。 

 

令
和
元
年
十
月
か
ら
実
験

運
転
さ
れ
て
い
る
、
バ
ス(

右

下
の
写
真)
を
目
に
し
た
人
は

「
な
ん
だ
あ
れ
は
？
」
と
思
っ

た
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

こ
の
広
島
大
学
循
環
バ
ス

は
、
東
広
島
市
と
モ
ネ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
（
ト
ヨ
タ
と
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
が
共
同
設
立
）
が
連
携

し
た
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
運
転
で
す
。 

利
用
方
法
と
し
て
は
、
定
時

定
路
線
と
デ
マ
ン
ド
の
二
種

類
運
行
が
あ
り
ま
す
。 

東
広
島
駅
か
ら
フ
ジ
グ
ラ

ン
東
広
島
や
大
学
会
館
前
、
ゆ

め
タ
ウ
ン
学
園
店
な
ど
経
由

す
る
定
時
路
線
。
デ
マ
ン
ド
運

行
は
時
刻
表
は
な
く
利
用
者

の
要
求
に
応
じ
て
予
約
し
、
バ

ス
停
で
待
つ
（
大
学
周
辺
）
と

言
う
事
の
よ
う
で
す
。
地
区
に

住
む
人
の
中
に
は
「
新
幹
線
を

利
用
す
る
の
に
便
利
に
な
る
」

と
言
う
人
も
。 

交
通
関
係
も
乗
務
員
不
足

な
ど
深
刻
な
状
況
の
よ
う
で
、

地
域
の
よ
り
利
便
性
の
高
い

移
動
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
の

こ
の
試
運
転
。
運
行
継
続
の
是

非
は
そ
の
後
判
断
さ
れ
ま
す
。 

運
行
期
間
は
、
令
和
元
年
十

月
～
令
和
二
年
一
月
、
令
和
二

年
四
月
～
令
和
二
年
七
月
ま

で
（
予
定
）
。
問
い
合
わ
せ
は 

      
０
８
２-

４
２
０-

０
９
１
７ 

東
広
島
市
は
四
七
の
自
治

協
議
会
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
自
治
協
カ
ラ
ー
を
出
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

三
ツ
城
自
治
協
議
会
は
、
光

の
宴
。
他
の
自
治
協
議
会
で
は

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
の
か
覗
い
て
見
ま
し
た
。 

高
屋
西
小
学
校
区
住
民
自

治
協
議
会
で
は
「
高
屋
音
楽
フ

ェ
ス
タ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。 

ピ
ア
ノ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
オ

カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ

ケ
、
バ
ン
ド
な
ど
音
楽
関
係
な

ら
誰
で
も
参
加
が
可
能
。
音
楽

大
好
き
な
人
が
集
ま
り
、
つ
な

が
ろ
う
と
い
う

も
の
で
す
。 

出
演
者
は
老

若
男
女
と
年
齢

を
問
わ
ず
、
他

の
町
か
ら
の
参

加
者
も
い
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
自
治

協
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
軽

食
な
ど
安
価
で
用
意
し
て
い

ま
し
た
。 

「
練
習
を
も
っ
と
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
「
音
楽
は
楽

し
い
」
「
体
が
自
然
に
リ
ズ
ム

を
取
っ
て
る
」
な
ど
音
楽
が
持

つ
不
思
議
さ
を
語
る
人
も
い

ま
し
た
。 

第
二
回
は
令
和
二
年
二
月

に
開
催
予
定
だ
そ
う
で
す
。 

 

 
 

広島大学 

循環バス試運転 

 

 

西条四日市再発見 

ウオーキング大会(Part1) 
令和元年 11 月 10 日 

 

 

 

定
時
路
線
運
行 

デ
マ
ン
ド
運
行 

 

 

よその自治協を 

のぞいて見たら!! 

 

高屋西小学校区 

住民自治協議会 

「高屋音楽フェスタ」出演者のひと組。還暦の頃練習を 

始め、72 歳を過ぎても頑張るバンドメンバー 

ゆめタウン学園店前を運行中の 

広島大学循環バス 
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三
ツ
城
自
治
協
議
会
光
の

宴
実
行
委
員
会
主
催
の
第
五

回
「
光
の
宴
」
が
昨
年
十
月
に
、

三
ツ
城
古
墳
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

災
害
や
工
事
な
ど
で
中
止

と
な
っ
て
い
た
「
光
の
宴
」
が

二
年
振
り
に
行
わ
れ
た
と
あ

り
、
前
回
を
上
回
る
多
く
の

人
々
が
訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ
は
嬉

し
い
悲
鳴
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。
歴
史
班
の

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
用

意
し
た
五
百
部
の
回
答
書
も

あ
っ
と
い
う
間
に
無
く
な
り
、

ち
び
っ
こ
広
場
、
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
広
場
、
ど
こ
も
大
勢
の
人
で
、

外
国
人
家
族
も
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。 

次
回
の
「
光
の
宴
」
が
楽
し

み
に
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
三
ツ
城
自
治
協
議
会
会
長

の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
自
治
協
議
会
組
織
に
な

っ
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
皆
で

よ
り
良
い
地
域
に
し
て
い
く

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良

い
の
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ

ま
す
。 

こ
れ
は
令
和
二

年
度
か
ら
五
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
反
映
さ
れ
る

予
定
で
す
。
気
軽

に
回
答
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
で
も
回

答
で
き
ま
す
。 

 
 

回
答
期
限
は
令

和
二
年
二
月
三
日
（
月
）
ま
で
。 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
自
治

協
活
動
の
み
に
活
用
さ
れ
個

人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

表
彰
状
、
旅
の
思
い

出
、
両
親
や
自
分
の
結

婚
式
の
写
真
を
飾
り
、

歌
の
練
習
を
し
た
り
、 

歌
を
聞
い
た
り
と
。
ま

た
、
集
め
た
骨
と
う
品

や
博
多
人
形
は
気
が

付
い
た
ら
五
十
体
以

上
に
。
そ
ん
な
部
屋
に

は
自
分
の
人
生
を
結

集
し
た
も
の
が
、
と
話

す
の
は
二
の
組
渡
部

昭
登
さ
ん
。 

「
こ
ん
な
こ
と
も

あ
る
」
と
い
う
人
は

こ
の
コ
ー
ナ
ー
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

 

光 の 宴 

２年ぶりに開催 

 

 

 

アンケート調査に

ご協力を！ 

 

 
 

 

 

人気のちびっこ広場で 

キャンドルを作る子供たち 

インスタ

映えする

ところ 

 

 

 

お月様と

のコラボ

も美しい 

 

人生は 

楽しィ⁉ 



 

 

 

 

 

 

 

」 

 

自
治
協
文
化
部
会
に
は
、
歴

史
・
文
化
等
保
存
活
用
部
と
盆

踊
り
部
が

あ
り
、
五
年

計
画
で
そ

れ
ぞ
れ
、
部

の
活
動
や

保
存
に
力

を
入
れ
て

い
ま
す
。 

 

歴

史

文

化
部
で
は
今
、
三
ツ
城
小
学
校

区
の
歴
史
マ
ッ
プ
作
り
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
盆
踊
り

部
で
は
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
三

ツ
城
音
頭
子
供
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
作
成
中
。
夏
祭
り
や
光
の
宴

で
少
し
ず
つ
披
露
も
し
て
い

ま
す
。
い
ざ
作
成
と
な
る
と

色
々
な
問
題
が
起
き
る
な
ど
、

紆
余
曲
折
が
あ
り
今
に
続
い

て
い
ま
す
。 

作
品
が
出
来
上
が
れ
ば
自

治
協
は
も
ち
ろ
ん
、
皆
で
共
有

出
来
る
よ
う

に
と
も
。 

 
 

 

自

分

達

が

住
ん
で
い
る

所
に
は
ど
ん

な
歴
史
が
あ

っ
た
の
か
？ 

興
味
の
あ
る
人
は
文
化
部

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

 

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）

正
月
十
六
日
、
二
神
山
落

城
の
節
、
城
主
水
戸
新
四

郎
頼
興
公
の
家
臣
、
一
玖

次
郎
左
衛
門
が
頼
興
公

室
と
若
君
の
豊
之
丞
を

伴
っ
て
、
頼
興
公
室
の
実

家
で
あ
る
厳
島
佐
伯
氏

を
頼
っ
て
落
ち
延
び
た

そ
う
。
後
に
下
三
永
の
福

成
寺
に
入
寺
し
た
頼
興

公
と
対
面
し
ま
す
。 

次
郎
左
衛
門
は
山
崎
屋
新

左
衛
門
と
称
し
て
帰
農
し
、
下

見
村
に
居
住
し
て
、
建
保
二
年

（
一
二
一
四
）
九
月
十
七
日
、

頼
興
公
の
霊
を
そ
の
邸
内
に

祀
っ
て
当
神
社
を
創
建
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

山
崎
屋
廃
絶
の
後
は
地
元

民
に
鎮
守
と
し
て
崇
敬
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
二
六
年
（
一

九
五
一
）
十
二
月
少
し
東
寄
り

か
ら
現
在
地
へ
遷
し
た
そ
う

で
、
通
称
山
崎
神
社
と
も
。 

地
元
民
に
よ
り
、
林
の
中
に

あ
っ
た
神
社
を
、
誰
で
も
よ
り

参
拝
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

余
分
な
木
を
切
っ
た
り
、
駐
車

場
を
作
る
な
ど
周
囲
も
整
地

さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
の
間
に
は
記
念
樹
を

植
え
た
り
、
地
元
民
に
は
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
、
秋
の
例
大
祭
、
新
年

祭
は
神
職
に
よ
り
お
祓
い
な

ど
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

（
下
見
振
興
協
議
会
冊
子
ほ
か

よ
り
） 

 

 

 

 

三ツ城自治協議会下見支部・広報部 

東広島市西条下見 5 丁目 4-8(下見福祉会館)  
☎・FAX(082)427-6511 (月・木午前中) 

Email mitsujyojk@poem.ocn.ne.jp 

 

地区の情報、ご意見、こんなこ

と知りたい、知って欲しいこと

なんでもお寄せください。 

お手伝い下さる方も大歓迎!! 

 

 

温故知新 Vol.7 

若宮神社 

 

 

 

 

 

 

記念樹が植えられている 

下見西側にある若宮神社 

 

 

 

自治協文化部会 

★歴史マップ作り 

★三ツ城音頭 
(子供バージョン) 


